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〈生活世界〉の構造転換と〈自己完結社会〉の未来 

 ―〈無限の生〉と〈有限の生〉をめぐる人間学的考察 

上柿崇英 

増田敬祐 

存在の耐えきれない重さ 

 ―環境における他律の危機について 

波打ち際の大聖堂 

 ―計算に引き寄せられる世界のメディア論 
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『
現
代
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間
学
・
人
間
存
在
論
研
究
』
編
集
規
程 

 
（
趣
旨
） 

第
１
条 

こ
の
規
程
は
、
大
阪
府
立
大
学
環
境
哲
学
・
人
間
学
研
究
所
（
以
下
、
本
研
究
所
と
い
う
）
に
所
属
す
る
現

代
人
間
学
・
人
間
存
在
論
研
究
部
会
（
以
下
、
本
研
究
部
会
と
い
う
）
が
刊
行
す
る
『
現
代
人
間
学
・
人
間
存
在
論

研
究
』（
以
下
、
本
誌
と
い
う
）
の
編
集
及
び
刊
行
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
刊
行
の
目
的
） 

第
２
条 

本
誌
は
、
本
研
究
部
会
に
お
け
る
教
育
研
究
の
推
進
お
よ
び
成
果
の
公
表
を
目
的
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
。 

（
編
集
） 

第
３
条 

本
誌
の
企
画
、
原
稿
募
集
、
編
集
、
発
行
は
、『
現
代
人
間
学
・
人
間
存
在
論
研
究
』
編
集
委
員
会
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
。
編
集
委
員
は
、
本
研
究
所
に
所
属
す
る
研
究
員
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

（
掲
載
内
容
） 

第
４
条 

本
誌
に
は
、
特
集
論
文
、
一
般
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
の
欄
を
設
け
る
。 

２ 

特
集
論
文
で
は
、
執
筆
者
に
よ
る
相
互
批
評
を
行
い
、
精
度
の
向
上
を
図
る
。
一
般
研
究
論
文
お
よ
び
研
究
ノ

ー
ト
で
は
、
当
該
分
野
に
精
通
し
た
査
読
者
に
よ
る
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
。
そ
の
際
の
査
読
者
の
選
任
は

編
集
委
員
会
が
行
う
。 
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３ 

た
だ
し
第
一
期
に
つ
い
て
は
、
特
集
論
文
の
み
と
す
る
。 

（
投
稿
資
格
） 

第
５
条 

本
誌
の
投
稿
資
格
者
は
、
以
下
の
者
と
す
る
。 

（
１
）
本
研
究
部
会
に
所
属
の
研
究
員 

（
２
）
編
集
委
員
会
が
認
め
た
者 

（
著
作
権
） 

第
６
条 

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
著
作
物
の
著
作
権
は
執
筆
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
。 
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本
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は
平
成
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年
三
月
三
〇
日
か
ら
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す
る
。 

附
則 

本
規
程
は
平
成
三
一
年
三
月
三
〇
日
か
ら
施
行
す
る
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執筆者 

 

上柿 崇英（博士（学術）） 

一九八〇年生まれ、大阪府立大学現代システム科学域准教授 

専門：環境哲学、総合人間学 

主著：『環境哲学と人間学の架橋―現代社会における人間の解明』上柿崇英／尾

関周二編、世織書房、二〇一五年、『自然といのちの尊さについて考える―エ

コ・フィロソフィとサステイナビリティ学の展開』竹村牧男／中川光弘監修、

岩崎大／関陽子／増田敬祐編、ノンブル社、二〇一五年など。 

 

増田 敬祐（博士（農学）） 

一九八〇年生まれ、大阪府立大学環境哲学・人間学研究所客員研究員、東京農

業大学嘱託助教、東京農工大学非常勤講師 

専門：環境倫理学、人間存在論 

主著：『風土的環境倫理と現代社会―〈環境〉を生きる人間存在の在り方を問う』

亀山純生監修／増田敬祐編集、農林統計出版、二〇二〇年。『自然といのちの尊

さについて考える―エコ・フィロソフィとサステイナビリティ学の展開』竹村

牧男／中川光弘監修、岩崎大／関陽子／増田敬祐編、ノンブル社、二〇一五年

など。 

 

吉田 健彦（博士（農学）） 

一九七三年生まれ、大阪府立大学環境哲学・人間学研究所客員研究員、東京農

工大学非常勤講師 

専門：メディア論、環境哲学 

主著：『環境哲学と人間学の架橋―現代社会における人間の解明』上柿崇英／尾

関周二編、世織書房、二〇一五年、「人新世をいかに語り得るのか―新たな地質

年代におけるポスト人文学の可能性について」『環境思想・教育研究』第一二号、

二〇一九年など。 
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